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『市民と協働した交通環境まちづくり』

“

 
Windcar 風を感じてみませんか”
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Windcar Demonstration
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「１台のクルマを複数の人がシェアして使う」

 

→使えない時もあり、我慢して使うの？

カーシェアリングについて

TPOに応じた複数のクルマを、使いたい時に、楽しく、安価に使える。

高効率な自動車利用→無駄な自動車台数の大幅削減→快適な街
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zipcar

欧米のカーシェアリング需要の爆発的拡大は、5年のタイムラグで日本にも出現した。
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米国zipcarの成長

• 2000年11月に3名で創業、初期段階からVC等、エンジェルからの積極的な直接投資を採用、急速に事業拡大。

• 2003年11月、会員数10,500名、ステーション数237箇所、3都市（ボストン、ニューヨ－ク、ワシントンDC）で展開。

• 2009年現在、急速に規模拡大。M&A実施等により、会員数25万人、St数5,500、推定売上250億円/年に到達。

会員数200万人を目指している。

• 独自のITシステムを構築、オールラウンドな車種展開、ユーザビリティを最優先に商品構築。

• 強固な会員制度、良質な顧客のみを選別、差別化を最初から構築、ブランドイメージを確立。

• スポンサード方式を採用、異業種との事業提携を広範囲に展開。

• 有能な人材を登用、積極的にヘッドハンティング、強靱な企業を構築。
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Mobility
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• 1987年、ルツェルン（人口5万7千人）、2台の車両、30名の会員から発足。スイス全土58のカーシェアリングNPOを連邦政府

 
主導で1997年に株式会社化されたのがMobility。

• 2004年01月、会員数58,000名、ステーション数1,900箇所、スイス全土に展開している。

• 2009年現在、会員数は8万人を超え、スイス全人口の1.15％に達している。

欧州 mobility の歩み

• 欧州のカーシェアリングは、市民と共に中心市街地活性化、公共交通機関との連携、トランジットモールの積極推進、LRT 
推進等々、『街づくり』を基盤に発展させている。

• MobilityはNPOからの出発らしく、強固で親密な会員組織が特徴。また独自開発したITシステムを輸出している。

• 地方自治体の駐車所をステーション化したり、公共交通機関の定期券との連携等、自治体、公共交通期間と緊密である
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（1）
 

交通エコモ財団からの情報収集。

（2）
 

欧米カーシェアリング企業調査。

（3）
 

地域商店街と連携、カーシェアリング実証実験。

（4）
 

札幌市で『カーシェアリング特区』取得。

（5）
 

札幌で事業化、ITシステム開発開始。

（6）
 

日本カーシェアリングネットワーク有限責任事業組合設立、全国展開。

（7）
 

全国会員数500名突破。

Windcarの歩み
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カーシェアリングの環境への貢献

・マイカーを捨てカーシェアリング会員なると、自動車利用は1/5～1/6になります。
・これは自動車利用に「値札」が付くからです。結果、排出CO2も減少。
・ウインド・カーは元々燃費が良い環境対策車ばかり、CO2排出量は更に減少。

Copyright © 2009 Windcar corporation

CO2の削減＝『CO2の見える化』

・マイカー、1時間幾ら掛かっているかを計算して乗っている人はいません。
・カーシェアリング会員は「移動のコストパフォーマンス」が見えます。
・自動車を6時間使って5,000円かかるなら、地下鉄往復で400円と考えます。

自動車利用の削減、公共交通の利用促進＝『コストの見える化』

・自店の前、多くのクルマが走るのに来客はサッパリ。
そうです、みんなマイカーで郊外ショッピングモール。

・カーシェアリングが普及した街、商店街が元気です。
街に人が帰って来るからです。

街づくりに貢献＝『人の見える化』
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最近のカーシェアリング

Copyright © 2009 Windcar corporation

・今年に入り、札幌市、川口市のウインドカー会員が倍増。
・同じく、会員の利用稼働率が急上昇。
・この動きは全国的な流れで、定着してきている。

（オレンジ：予約利用

 

ブルー：空き）

【ある日のWindcar予約画面】

『カーシェアリング会員の急増』

・2009年に入り、カーシェアリングへの新規参入が急増している。
・大手企業の参入、パーク24、三井物産、住友不動産、トヨタ、日産etc...
・電気自動車のカーシェアリング化が脚光を浴びている。
（札幌市、川崎市、横浜市）

『カーシェアリング事業への参入が相次ぐ』

・低炭素地域づくり面的対策事業：国土交通省
・EV・PHVタウン構想：経済産業省
・内閣府・環境省：環境モデル都市

『カーシェアリング事業への国の支援』
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Windcar Policy

従流、不変志

風

 

感じてみませんか

 

・・・

溢れかえるクルマの騒音、人の温もりが感じられない街。
もう一度、風の囁きが聞こえる、人の街にしませんか。

Windcar Catch
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